
●ドローンによるりんくうタウンアマモ場分布調査 
～H28.7.25､樽井、岡田浦、二色の浜海岸の空撮～ 

 
当 NPOとしては大阪湾センター「平成 28年度環境保全市民活動等助成金」申請の採択いかんにかかわら

ず本事業は行うとして、ドローンを樽井、岡田浦、二色の浜で飛行させるため、7月に入り、以下の監督

官庁ほか関係先と協議して、了解を得ました。 

   ・国土交通省 大阪航空局 関西空港事務所 管制保安部 航空管制運航情報官 運航担当 

   ・新関西国際空港㈱ 関西空港運用部 運用室 

   ・大阪府 港湾局 阪南港湾事務所 

      ・大阪府 環境農林水産部 水産課 

     ・泉南市 産業観光課 

      ・二色の浜公園管理事務所 

   ・二色の浜観光協会 
 

協議の経緯 

 



   
ドローンの飛行範囲(左から樽井、岡田浦、二色の浜) 

これより、ドローンによる空撮を金沢工業大学・環境土木工学科の有田先生と学部学生にお願いし、7月25日に

行うことに込めました。樽井と二色の浜は海水浴場であることから、空撮は開場する9時までに終われるよう早朝

に行うことに！ 

4;30に二色の浜公園事務所前に集合しましたが、公園はまだ開門されていないため阪神高速道路沿いの遊歩

道の空き地でドローンを飛ばすことに。 

高度は140mで、二色の浜全域をカバーできるように撮影しましたが、その所要時間は10分足らずです。 

そして、二色の浜から岡田浦(高度90m)、岡田浦から樽井(高度150m)へと移動し、空撮を終えました。 

  

ドローン                          飛行準備 

   

                                   空撮（樽井サザンビーチ） 

3地点での空撮を終えたのは6:30にもなっていません。本当にスピーディです！ 

さて、空撮の映像を合成した写真を以下に示します。 



 
空撮写真（樽井） 

 

空撮写真（岡田浦） 



 
空撮写真（二色の浜） 

この映像をもとに潜水調査を行う予定ですが、今回は海水浴客のいる中での調査は難しいことで見送りました。

また、3海域となると調査面積も広いことから1日で終えることは無理なことが分かりましたので、潜水調査以外

の方法がないか検討することにしました。 


